咲いて、 藪 は 自然の 寺の 垣。 

ちょうど そのたら たら 坂 を 下りた、 この 竹 藪の はず 

わらじ 

れに、 草鞋、 草履、 駄菓子の 箱な ど 店に 並べた、 屋根 

かや いく あき さ 

は 茅ぶ きの、 且つ 破れ、 且つ 古びて、 幾 秋の 月 や 映し、 

雨 や 漏り けん。 入口の 土間なん ど、 いにしえの 沼の 干 

かたまった を そのまま らしい。 廂は 縦に、 壁 は 横に、 

あやう ほった て ばな 

今 も 屋台 は 浮き沈み、 危く掘 立の、 柱々、 放れ 放れに 

傾いて いるの を、 渠は何 心なく 見て 過ぎた。 連れ は そ 

の 店へ つた 〔# 「寄った」 は 底本で は 「寄った 匕 ので あ 

る。 

こども とら 

「昔 …… 昔、 浦 島 は、 小児の 捉えし 亀 を 見て、 あわれ 



す さ 

と 思い 買い取りて、 …… 」 と、 誦む ともなく 口にした 

の は、 別荘の あたりの 夕 間 暮れに、 村の 小児 等の 唱ぅ 

の を 聞き覚えが、 折から 心に 移った ので ある。 

まきたばこ 

銑太郎 は、 ふと 手に した 巻 莨に 心 着いて、 唄 を やめ 

た。 

I 早 附木を 買いに 入った のかな ご 

こみせ かた 

うっかりして 立った のが、 小店の 方に 目 を 注いで、 

うなず ひとりごと 

「ああ、 そうか も 知れん ごと 夏帽の 中で、 頷 いて 独 言。 

別に 心に 留め もせず、 何の 気 もなくなる と、 つい、 

うかう かと 口へ 出る。 

あるひ 

「 一 日 大きな 亀が 出て、 か。 もうし もうし 浦 島さん I 



I」 

帽を 傾け、 顔 を 上げた が、 藪に 並んで 立った ので は、 

こなた みち むこう 

此方の 袖に 隠れる ので、 路を対 方へ。 別荘の 袖垣から、 

ななめ つれ 

斜に 坂の 方 を 透かして 見る と、 連の 浴衣 は、 その、 ほ 

の 暗い 小店に 艷 なり。 

「何 をして いるんだろう。 もうし もうし 浦 島さん 

じ やない、 浦 子さん だ ご 

と 破顔しつつ、 帽の ふちに 手 を かけて、 伸び 上る よ 

うにした けれども、 軒 を 離れそう にもせ ぬのであった。 

ひと つ 

「店ぐ るみ 総 じまいに して、 一箇々々 袋へ 入れた つて、 

もう 片が附 く 時分 じ やない かご 



つぶや まじめ 

と 眩く うちに 真面目に なった、 銑 太郎は 我ながら、 

じょうだん 

「串戯 じ やない、 手間が 取れる。 どうしたんだろう、 

おかしい なご 

二 

と は 思った が、 歴々 彼処に、 何の 異状な く \ ィん だの 

きづ か う 

が 見える から、 憂慮に も 及ぶまい。 念のために 声を懸 

まっぴるま つれ 

けて 呼ぼう にも、 この 真昼 間。 見える 処に連 を 置いて 

おんな 

おおいお おい も 茶番ら しい、 殊に 婦人で は あるし、 と 

思う。 



もした ようで、 頭 も 脚 も ふらふら します ご 

力 だ 1|> ま 

歩 を 移す のに 引 添うて、 身体で 庇う がごと くにしつ 

つ、 

「ほんと に 驚い たんです か。 そういえば、 顔の 色 もよ 

くないよ うです よご 

ぞっ いま 

「そうでしょう、 悚 然として、 未だに 寒気が します も 

の ご 

す ぼ うつむ うなじ しお 

と 肩 を 窄めて 俯向いた、 海水帽 も 前 下り、 頸 白く 悄 

れて 連立つ。 

少年 は 顔 を 斜めに、 近々 と帽の 中。 

「まったく 色が 悪い。 どうも 毛虫で はない ようです 



「へい？」 

「下さいな、 下さいな ッて、 そういう とね。 穴が 開い 

とヅ つき 

て、 こわれ ごわれ で、 鼠の 家の 三階 建の ような、 取附 

* つし ろ 

の 三 段の 古 棚の 背 のね、 物置み たいな 暗い 中から、 I 

もくず ひ なリ ば あ 

—藻屑 を曳 いたかと 思う、 汚い 服装の、 小さな 婆さん 

がね、 よぼよぼと 出て 来たんで す。 

ま つ しろ 

髪の毛が 真白で ね、 かれこれ 八十に もな ろうかと い 

うんだ けれど、 その 割に は 皺がない の、 …… 顔に。 … 

…身体 は 痩せて 骨ば かり、 そしてね、 骨が、 くな くな 

と柔 かそうに 腰 を 曲げて さ。 

あたま しらが 

天窓で もの を 見る てッ たように、 白髪 を 振って、 ふッ 



うな、 醬 油の 焦げる ような、 厭な 臭よ ご 

「や、 そり や 困り ましたね ご と、 これ を 聞いて 少年 も 

ひそ 

顰ん だので ある。 

「早 附木を 下さい。 

(は あ？) 

(早附 木よ、 お婆さん。) 

(は あ？) 

は ぁッて 云う きりな の。 目 を 眠って、 口 を 開けて さ 

臭う でしよう。 

(早附 木、) ッて私 は、 まったくよ。 銑さん、 泣きた く 

なった の。 



ゃッと 安心した ように 手 を 放して、 それから 向う 向 

さし 

きになって、 絹から 穴の あいたの を 一 つ 一 つ。 

それが またし ばらくな の。 

てのひら く 

私の 手 を 引 張る ようにして、 掌 へ 呉れました。 

ひやりとした けれど、 それば かりなら 可かった のに。 

ごしんぞ さま 

(御 新 姐 様 や)」 

と 浦 子の 声、 異様に 震えて 聞え たので、 

ば ま 

「ええ、 その 婆が、」 

ひとあし 

「あれ、 銑さん、 聞え ますよ ご と、 一 歩 いそがわ しく、 

ぴったり 寄 添う。 

「その 婆が、 云つ たんです かご 



夫人 はまた 吐 息をついた。 

「婆さんが ね、 ああ ご 

(御 新 姐 様 や、 御身 ァ、 すいたら しい 人 じ やでの、 安 

く、 なかまの 値で 進ぜる ぞい。) ッて、 皺 枯れた 声で そ 

う 云う とね、 ぶんと 頭へ 響い たんです。 

そして、 すいたら しい ッ てね、 私の 手首 を 熟と 握つ 

まっきい ろ ひらつ 

て、 真 黄色な、 平たい、 小さな 顔 を 振 上げて、 じろ じ 

ろと 見詰めた の。 

その 握った 手の 冷たい 事ッ たら、 まるで 氷の よう 

きんめ 

じゃありません か。 そして 目が ね、 黄金 目なん です。 

光った わ！ 貴郎。 



「あんな もの は、 今頃 何に 化って いるか 分りません よ、 

よう、 ですから、 銑さん ご 

「じ や 止します、 止します がね ご 

少年 は 余りの 事に、 

ばけもの 

「はは はは は、 何だか 妖 物で でも あるよう だ ご と 半ば 

眩いて、 また 笑った。 

「私 は妖 物と しか 考えない の、 まさか 居ようと は 思わ 

れな いけれ どご 

r 妖 物です とも、 妖 物です がね、 そのく なくなした 処 

あたま ある うね 

や、 天窓で 歩行き そうにす る処 から、 黄色く※ 〔# 「丄 

\ (田 +久 )」、 200-7U つた 処 なん ぞ、 何の 事 はない 婆の 



「でも 先生 は、 工合の ゆいと か、 妙な とか、 おもしろ 

い 感じ ッて事 は、 お言いな さる けれど、 気味の 悪いだ 

の、 厭な 感じ だの ッて、 そんな 事 は、 めったに お言い 

なさる ことはありません。」 

つま こわ 

「しかしで すね、 詰ら ない 婆 を 見て、 震える ほど 恐がつ 

た、 叔母さんの 風ッ たら …… 工合の！ ^い、 妙な、 おも 

しろい 感じが する、 と 言ったら、 叔母さん は 怒る でしよ 

うご 

あたりまえ あなた 

「当然です わ、 貴郎ご 

「だから この場合です もの。 やっぱり 厭な 感じ だ。 そ 

の 気味の 悪い 感じと いうの が、 毛虫と おなじ ぐらいだ 



と 思 つ たら どうです。 別に 不思議な y J と は 無 い じゃあ 

りません か。 毛虫 は 気味が 悪い、 けれども 怪 いもの 

でも 何でもな いご 

「そう 言えば そうです けれど、 だって 婆さんの、 その 

目が、 ねえ ご 

「毛虫に だって、 睨まれて 御覧な さいご 

しらが 

「もじゃもじゃと 白髪が、 貴郎ご 

「毛虫と いうく らいです、 もじゃもじゃ どころ な もん 

です か、 沢山 毛が ある ご 

あなた でんでんむし 

「まあ、 貴下の 言う こと は、 蝸 牛 の 狂言の よう だよ ご 

と 寂しく 笑った が、 



ひ る 

を 頂こうと 思って、 お 午 飯 も 控えた つ て 言って いまし 

たつけ ご 

「それ だ。 なかなか 人が 悪い ご 広い額に 手 を 加える。 

「それに、 母 も、 先生。 お土産 を 楽しみにして、 お腹 

をす かして 帰る から つ て、 言づけ をした そうです。」 

ま ^9 ま^ _^ 

「益々 恐縮。 は あ、 で、 奥さん は どこかへ お出かけで ご 

「銑さん が 一 所 だそう です ご 

「そうすると、 その 連の 人 も、 同じく 土産 を 待つ 方な 

んだご 

「勿論です。 今日ば かり は 途中で 叔母さんに 何にも 

強請らない。 犬 川で 帰って来て、 先生の 御馳走になる 



私 は 賢 君が 知つ とる 通り、 ただ 釣と いう 事に おもし 

ろい 感じ を 持って行る のじ やで、 釣れよう が 釣れまい 

とんちゃく 

が、 トンと そんな 事に 頓着 はない。 

次第に 因ったら、 針 もっけず、 餌な しに 試みて ゆい 

きとが め 

のじ やけれ ど、 それで は 余り 賢人め かすよう で、 気咎 

がする から、 成るべく 餌 も 附着け て 釣る。 獲物の 有無 

かわ リ からびく 

でお もしろ 味に 変 はないで、 また この 空畚を ぶら さ 

あし つりざお い 

げて、 蘆の 中 を 釣 棹 を 担いだ 処も、 工合の 可い 感じが 

する のじ やが ね。 

その 様子で は、 諸君に 対して、 とても このまま、 棹 

を掉 つて は 〔# 「掉 つて は」 は 底本で は 「掉 つて は 匕 帰ら 



三度 来て 見た 処ぢ やけれ ど、 この 店の 工合が 邓 いせい 

か、 今日は 格別に 広く 感じる。 

ほか 

この 海の 他に、 また こんな 海が あろうと は 思えん く 

らい じ や ご 

うなず しゃつ 

と 頷く ように 茶 を 一 口。 茶碗に かかる ほど、 襯衣 

の 袖の 膨ら かなので、 i 抱く 体に 茶碗 を 持って。 

むき なが 

少年 はう しろ 向に、 山を視 めて、 おつきあい という 

かおつき 

顔色。 先生の 影 二 尺 を 隔てず、 窮屈そう にた だ もじ も 

じ。 

おうな ひざ 

嫗は 威儀 正しく、 膝の あたりまで 手 を 垂れて、 

「はい、 申され まする 通り、 世が まだ 開け ませぬ 泥沼 



「お天気 模様で ござる わ や。 暑さに は 喘ぎ、 寒さに は 

悩み、 のう、 時候よ ければ 蛙の ように、 くらしの 蛇に 

ひよ リ 

追われる に、 この 年になる まで も、 甘露の 日和と 聞く 

けれども、 甘い 露 は 飲まぬ わよ、 ほほ ほ、」 

と 薄笑いした、 また 歯が 黒い。 

「おいの、 されば いの、 お 互に 砂の 数 ほど 苦しみの 

たね は 尽きぬ 事い の。 やれ もやれ も、」 と 言いながら、 

ひさし 

斜めに 立った 〔# 「立った」 は 底本で は 「立った 匕 廂の 

のぞ つまだ 

下、 何 を 視くか 爪立つ がごと くにして、 しかも 肩 腰 は 

くちきの ごとし 

造りつ けた ものの よう、 動かざる こと 如朽 木。 

しゅ ぐち うる 

「若い 衆の 愚痴より 年よりの 愚痴 じ や、 聞く 人 も 煩 さ 



かろ、 措かつ しゃれ、 ほほ ほ。 のう、 お婆さん。 主 は 

さて どこへ 何 を 志して 出て ござった、 山 かいの、 川 か 

いの ご 

r\ み 

「いんに やの、 恐し ゆう 歯が うずいて、 きりきり 鑿で 

抉る ようじ や、 と 苦しむ 者が あるに よって、 私が まじ 

のうて 進 じょうと、 浜へ 鱒の 針 掘りに 出たら ばよ、 獵 

うわさ 

師 どもの 風説 を 聞かつ しゃれ。 志す 人が あって、 この 

みつまた 

川 ぞいの 三股へ、 石 地蔵が 建つ という わい の ご 

それ を 聞いて、 フト振 向いた 少年の 顔 を、 ぎろ リと、 

その 銀色の 目で 流眄 にかけ たが、 取って 十八の 学生 は、 

何事 も 考えなかった。 



れた とよ。 

そう 云えば 何となく、 顔容も 柔和での、 石の 地蔵尊 

に似て， j ざるお 人 じ やそう なげな ご 

おもて えみ 

先生 は 面 を 背けて、 笑 を 含んで、 思わず その 口の あ 

たり を 擦った ので ある。 

こどもし ゆ 

「それ は 奇特 じ や、 小児 衆の 世話 を 願う に、 地蔵 様に 

似さし つた 人 は、 結構に ござる ことよ ご 

「されば その 事よ。 まだ 四十に もな らっしゃら ぬが、 

慾 も徳も 悟った お 方 じ や。 何事が あっても 莞爾 か々 と 

さっせえ て、 つい ぞ、 腹立たしったり、 悲しがら しつ 

あり 力た 

た 事 はないけに、 问 として そのよう に 難 有い 気になら 



れ たぞ、 と 尋ねる ものが ある わい の。 

おしえ 

先生 様が 言わつ しゃる に は、 伝 もない、 教 もない。 

わし けちえん かおつき ようす 

私 はどうした 結縁 か、 その 顔色から 容 子から、 野中に 

ぼんやり 立た しました お 姿な り、 心から 地蔵 様が 気に 

あけくれ 

入って、 明暮、 地蔵、 地蔵と 念ずる。 

くちおし うら なさけ 

痛い 時、 辛い 時、 ロ惜ぃ 時、 怨めしい 時、 情ない 時 

と、 事 どもが、 まああって もよ。 待てな、 待てな、 さ 

じぞう ぼ さ つ 

てこう した 時に、 地蔵 菩薩なら 何とな さる、 と 考えれ 

ば 胸 も 開いて、 気が 安らかになる ことじ や、 と 申され 

たげ な。 お婆さん、 何と 奇特な 事で はない かの ご 

「御 奇特で) J ざるのう。」 



「じ やでの、 何の 心願と いうで もない が、 何 かしる し 

をと いわる るで 思いついた、 お 地蔵 一体 建立 をと い 

わ つ しゃる。 

やしき じゅ-つ 

折から 夏休みに の、 お 邸 中が 浜の 別荘へ 来て じ や 

に 就いて、 その 先生 様 も 見えられ たが、 この 川 添の 小 

きわ あし 

橋の 際の の、 蘆の 中へ 立てさつ しゃる 事に なって、 今 

日 はや 奥 さまが の、 この 切通し の 崖 を 越えて、 二つ目 

の 浜の 石屋が 方へ 行かれ たげ じ や。 

のう、 先生 様 は 先生 様、 また 難 有い お 方と して、 

浄財 を 喜捨な されます、 その 奥様の 事い の。 

わか 

少ぃ身 そらに、 御 奇特な、 たとえ 御 自分の、 しからで 



おうな うちうな ず 

赤目の 嫗 は自 から 深く 打 頷 いた。 

十二 

おうな あいて おとが い 

時に 色の 青い 銀の 目の 嫗は、 対 手の 頤 につれ て、 

片 がりながら、 さそわれ たように 頷 いたが、 肩 を 曲げ 

たなり 手 を 腰に 組んだ まま、 足 を やや 横 ざまに 左へ 向 

けた。 

かえ リ よ いづき 

「帰途の ほど は 宵 月 じ や、 ちらりと したら お 姿 を 見 は 

ずすまい ぞゃ。 かぶりものの 中、 気をつけさつ しゃれ _ 

お 方く らい、 美しい、 紅の ついた 唇 は 少ない との。 薄 



と廂の 夕日に 手 を 上げて、 たそがれ かかる 姿 を 呼 

あし すそ うしろ かけ 

ベば、 蘆 を 裾なる 背 影。 

「おい、」 とのみ、 見 も 返らず、 ハタと 留まって、 打 傾 

いた、 耳 を そのまま 言 を 待つ。 

ぬし ち. 

「主、 今の こと をの、 坂 下の 姉 さまに も 知らして やら 

しゃれ、 さだめし、 あの 児 も 拝みた かろ ご 

聞きつ けて、 件の 嫗、 ぶるぶると 頭を掉 つた。 

と し あね ごしょう 

「むん にやよ、 年 紀が上 だけに、 姉 さま は 御 生の こと 

は 抜からぬ ぞの。 八丈ケ 島に 鐘が 鳴っても、 うとい 耳 

に 聞く 人 じ や。 それに 二つ目へ 行かつ しゃる に、 奥様 

さ つ さ 

は 通 リ路。 もう 先刻に 拝んだ じ やろうが、 念のため 



じ や 立 寄り ましよ。 ああ、 それよりか お婆さん、」 

かた ほ ね 

と 片頰を 青く 捻じ 向けた、 鼻筋に 一 つの 目が、 じろ 

りと 此方 を 見て 光った。 

ぬし じゅず 

「主、 数珠 を 忘れまい ぞご 

「おう、 可い ともの、 お婆さん、 主、 その &の針 を 落 

さ つ しゃるな ご 

「御念に は 及ばぬ わい の。 はい、」 

むこう ひさし 

と 言って、 それなり 前途へ、 蘆 を 分ければ、 廂を離 

ひっこ いそ ひとしき リ ゆ 

れて、 一 人 は 店 を 引 込んだ。 磯の 風 一 時、 行く もの を 

送って 吹いて、 颯と 返って、 小屋 をめ ぐって、 ざ わざ 

わと 鳴って、 寂然した。 



声をかけて 見ようと 思う、 嫗は 小屋で 暗い から、 他 

の 一人 は そこへ と 見遣る に、 誰も 無し、 月 を 肩なる、 

しとね 

山の 裾、 蘆 を 裀 の 寝姿の み。 

「賢、」 

き じ せき ばら い 

と 呼んだ、 我ながら 雉子の ように 聞え たので、 眩 

して、 もう 一 度、 

「賢 君、 」 

「は、」 

と 快活に 返事す る。 

「今の 婆さん は 1 歳ぐ らいに 見えました ご 

「この 茶店ので すか ご 



「いや、 もう 一人、 …… ここへ 来た 年寄が 居た でしよ 

うご 

「いいえ ご 

十三 

「あれえ！ ああ、 あ、 ああ …… 」 

こわ おさ いま 

恐かった、 胸が 躍って、 圧え た 乳房 重い よう、 忌 わ 

か や うち 

しい 夢から 覚めた。 II 浦 子 は、 独り 蚊帳の 裡。 身の 

戦く のが まだ 留まねば、 腕 を 組 違えに しっかと 両の 

わき たらたら つめた 

肩 を 抱いた、 腋の 下から 脈 を 打って、 垂々 と 冷い 汗。 



紅の 日影 もさせば、 一面に は 山の 緑が 月に 映って、 

ねりぎぬ やわらか しらなみ 

練 絹 を 裂く ような、 柔 な 白浪が、 根 を 一 まわ リ 結ん 

じ や 解けて 拡がる、 大きな 高い ^ の 上に、 水色のと、 

びゃくえ ときいろ 

白衣のと、 水 紅色のと、 西洋の 婦人が 三人。 —— 

白衣の が 一番 上に、 水色の その 肩が、 水 紅色のより 

少し 高く、 一段 下に 二人 並んで、 指 を 組んだり、 裳 を 

投げたり、 胸 を 軽く そらしたり、 時々 楽しそう に 笑つ 

たり、 話 声 は 聞えなかった が、 さも のんきら しく、 お 

もしろ そうに 遊んで いる。 

それ を また その 人々 の 飼犬ら しい、 毛色の いい、 

獵 虎の ような 茶色の 洋犬の、 口の 長い、 耳の 大きな の 



へ さき 

もう 船が 岩の 間 を 出た と 思う と、 尖った 舳 がする 

すべ 

リと、 U つて、 波の 上へ 乗った から、 ひやり として、 胴 

ま つ 

の 間へ 手 を 支いた。 

きった いわ なぎさ 

その 時 緑青 色の その 切 立ての 巌の、 渚で 見た と は 

趣が また 違って、 亀の 背に でも 乗りそう な、 中 ごろへ、 

うす もや かか びゃくえ 

早 薄 靄が 掛 つた 上から、 白衣の が 桃色の、 水色の が 白 

ハ ンケチ 

の 手 巾 を、 二人で、 小さく 振った の を、 自分 は 胴の 間 

に、 半ば 袖 をつ いて、 倒れた ようになりながら、 帽子 

うち 

の裡 から 仰いで 見た。 

じびき 

二つ目の 浜で、 地曳を 引く 人の 数 は、 水 を 切った 網 

さき はる 

の 尖に、 二 筋 黒くな つて 砂山 かけて 遥かに 見えた。 



船 は 緑の 岩の 上に、 浅き 浅葱の 浪を 分け、 おどろお 

どろ 海草の 乱る る あたり は、 黒き 瀬 を 抜けても 過ぎた 

が、 首き り 沈んだり、 またぶ くりと 浮いたり、 井桁に 

いけす かもめ 

組んだ 棒の 中に、 生簀が あちこち、 三々 五々。 鷗 がち 

タ 

らちら と 白く 飛んで、 浜の 二階家の まわり 縁 を、 行き 

すだれ うちわ 

かいす る 女 も 見え、 簾 を 上げる 団扇 も 見え、 坂道の 切 

< る ま 

通し を、 俥が 並んで 飛ぶ のさえ、 手に 取る ように 見え 

たもの。 

くが ぢか きづか よ 

陸 近 なれば 憂慮い もな く、 ただ 景色の 好 さに、 ああ 

まま おおでら や" な い- 一 

まで 恐ろしかった 婆の 家、 巨刹の 藪が そこと 思う 灘を、 

いつ 漕ぎ 抜けた か 忘れて いたのに、 何 を 考え出して、 



また 今の 厭な 年寄。 …… 

—— それが 夢 か。 —— 

「ま、 待って、」 

うなじ まくら 

はてな、 と 夫人 は、 白き 頸 を 枕に 着けて、 おくれ 

うち わなな 

毛の 音す るまで、 がッ くりと 打 かたむい たが、 身の 戦 

くこと なお 留まず。 

はるあき 

それとも 渚の 砂に 立って、 巌の 上に、 春秋の 美しい 

きぬ 

雲 を 見る ような、 三人の 婦人の 衣 を 見た のが 夢 か。 海 

うす もや たえ 

も 空 も 澄み 過ぎて、 薄 靄の 風情 も 妙に 余る。 

う さ ぎ 

けれども、 犬が 泳いで いた、 月の 中なら 兎 であろう 

こ a 



あしま 

果して 夢なら ば、 海 も 同じ 潮入りの 蘆 間の 水。 水の 

どこから が 夢であって、 どこまでが 事実で あつたか。 

ひとなみ 

船 はもう 一浪で、 一つ目の 浜へ 着く ようになった 時、 

ここから 上って、 草臥れた 足で また 砂を蹈 もうより、 

おがわ じリ こ あが やしき 

小川 尻へ 漕ぎ 上って、 薦の葉 を 一 またぎ、 邸 の 背戸の 

柿の 樹へ、 と 銑さん の 言った 事 は 確に 今 も 覚え 

ている。 

艢ょリ は 潮が 押し入れた、 川尻の ちと 広い 処を、 ふ 

らふら と 漕ぎ のぼると、 浪 のさき が飜 つて、 潮の 加減 

ひと ちし 

も点燈 ^ ろ。 

帆柱が 二 本 並んで、 船が ニ艘 かかって いた。 舷を 



の 袖に、 と 見る と 怪しい 針が あった。 

-P おうな こう： h 

蘆の 中に、 色の 白い 痩せた 嫗、 高 家の 後室と も あろ 

い もうろう しゃが 

う、 品の 可い、 目の 赤い のが、 朦朧と 踞んだ 手から、 

くも い ひとすじ 

蜘蛛の 囲 かと 見る 糸 一 条。 

み も だ ひっき 

身悶えして 引 切る と、 袖 は 針 を 外れた が、 さらさら 

と 髪が 揺れ 乱れた。 

さかさ 

その 黒髪の 船に 垂れた のが、 逆に 上へ、 ひよ ろ ひよ 

ほ. 力す 

ろと 頰を 掠める と 思う と —— (今 もお くれ 毛が 枕に 乱 

れて) —— 身体が 宙に 浮く のであった。 

「ああ！」 

お ま 

船の 我 身 は 幻で、 杭に 黒髪の 搦 みながら、 溺れて い 



と 重たい 髭 をう しろへ 振って、 そのまま 仰 ざまに 倒 

も ひざ い き 

れ そうな、 身 を 揉んで 膝で 支えて、 ハツと また 呼吸 を 

吐く と、 トン トンと 岩に 当って、 時々 崖 を 洗う 浪。 松 

風が 寂と して、 夜が 更けた のに 心 着く ほど、 まだ 一 声 

も 人 を 呼んで は 見な いので あ つ た。 

「松 か、」 

夫人 は 残燈に 消え残る、 幻の ような 姿で、 蚊帳の 中 

から 女中 を 呼んだ。 

ね い よびさま 

けれども、 直ぐに 寐 入った ものの 呼覚 される 時刻で 

ない。 

第一 (松、) という、 その 声が、 出た か、 それとも、 



ただ 呼んで 見ようと 心に 思った ばかりで あるか、 それ 

うつつ 

さえ も 現 である。 

「松 や、」 と 言って、 夫人 は 我が 声に 我と 我が 耳 を 傾け 

る。 胸の あたりで、 声 は 聞え たようで あるが、 口へ 出 

こころち と 

たか どうか、 心許ない。 

なさけ 

まあ、 口 も 利け なくなった のか、 と 情なく、 心細く 

焦って、 ええと、 片手に 左右の 胸 を 揺って、 

「松 や、」 と、 急き 調子で もう 一 度。 

(松 や、) と 細い のが、 咽喉 を 放れて、 縁が 切れて、 た 

よりな くど こから か、 あわれに 寂しく 此方へ 聞え て、 

はる ま ふすま 

遥か 間 を 隔てた 襖の 隅で、 人 を 呼んで いるかと 疑わ 



れた。 

「ああ、」 とば かり、 あらためて、 その (松 や、) を 言 

ためいき あお 

おうとす ると、 溜息に なって しまう。 蚊帳が 煽る か、 

衾が 揺れる か、 畳が 動く か、 胸が 躍る か。 膝 を 組み 緊 

めて、 肩 を 抱いても、 びくびくと 身内が 震えて、 乱れ 

つま なび 

た 棲 も はら はらと 靡く。 

ひッ つか な びん うるさ 

引摑ん でまで、 撫でつ けた、 鬢の 毛が、 煩く も頰へ 

ま ザ 

かかって、 その都度 脈 を 打って 血 や 通う、 と 次第に 烈 

みぎわ おうな 

しくなる につれ、 上へ 釣られ そうな、 夢の 針、 汀の 嫗。 

今にも 宙へ、 足が 枕 を 離れ やせん。 この 屋根の 上に 

あし けむ だ 

蘆が 生えて、 台所の 煙出しが、 水面へ あらわれ ると、 



として、 爪立って、 前髪 を そっと 差 寄せて は 見た けれ 

も だ ね や なさけ さま 

ども、 夢の ために 身 を 悶えた、 閨の 内の、 情ない 状 を 

いま かいまき 

見る の も 忌 わしし、 また、 何となく 搔 巻が、 自分の 形 

うかが 

に 見える につけても、 寝て いて、 蚊帳 を 視 うこの 姿が 

透いたら、 気絶し ないで は 済むまい と、 思わずよ ろよ 

す さ ひ つ もすそ あやう さば 

ろと 退って、 引 くるまる 裳危 く、 はらり と 捌いて 廊 

下へ 出た。 

へや まつ くら 

次の 室 は 真暗で、 そこに はもと ょリ 誰も 居ない。 

ね；^ ひとま 

閨と 並んで、 庭 を 前に 三 間 続きの、 その 一室 を 隔て 

た 八 畳に、 銑太郎 と、 賢 之 助が 一 つ 蚊帳。 

そこから 別に 裏庭へ 突き出で た 角 座敷の 六 畳に、 先 



^いこと と は 思わなかった が、 時に こそ よれ 頼 母し い。 

さらばと、 やがて 廊下 づ たい、 踵の 音して、 する する 

もすそ け は 、y 

と、 裳の 気勢の 聞 ゆるの も、 我ながら 寂しい 中に、 夢 

あきま 

から 覚めた しるし ぞ、 と 心 嬉しく、 明 室の 前 を 急いで 

越す と、 次なる 小 室の 三 畳 は、 湯殿に 近い 化粧部屋。 

これ は 障子が 明いて いた。 

うち わきしょう めん な 

中から 風 も 吹く ような り、 傍 正面 の 姿見に、 勿、 映 

うな だ そむ 

リそ 夢の 姿と て、 首垂 るるまで 顔 を 背けた。 

ひのき まっすぐ 

新しい 檜の 雨戸、 それに も 顔が 描かれそう。 真直 

つ ともしび つき 

に 向き 直って、 衝と 燈 を 差 出しながら、 突 あたりへ 

たどた ど 

々しゅ ラ。 



まう つむ こなた はいみ ばば 

合わせて、 真 俯向けに 此方 を 拝んだ 這 身の 婆 は、 坂 下 

やぶ あね さま 

の 藪の 姉 様であった。 

もすそ 

もう 筋 も 抜け、 骨 崩れて、 裳 は こぼれて 手水 鉢、 砂 

地に 足 を蹈み 乱して、 夫人 は 橋に 廊下へ 倒れる。 

胸の 上なる 雨戸へ 半面、 ぬ ッと横 ざまに 突出した は、 

まなこ 

青ンぶ くれの 別の 顔で、 途端に 銀色の 眼 をむ いた。 

のさの さの さ、 頭で 廊下 をす つて 来て、 夫人の 枕に 

近づいて、 ト 仰いで 雨戸の 顔 を 見た、 額に 二つ 金の 瞳、 

まっか 

真 赤な 口 を 横 ざ まに 開けて、 

「スァ まま TTS ま 」 

かた ゆす 

「う、 う ふ ふ、 う ふ ふ、」 と 傾がって、 戸 を 揺って 笑う 



と、 バ チヤ リと 柄杓 を 水に 投げて、 赤目の 嫗は、 

「お ほほ ほほ ほ、」 と 尋常な 笑い声。 

廊下で は、 その 握られた 時 氷の ように 冷たかった、 

びん もて あそ 

といった 手で、 頰 にかかった 鬢の毛 を 弄 びながら、 

す また ごぜん かい 

「洲の 股の 御前 も、 山の 峡の婆 さま も 早かった なご と 

いうと、 

あ "？ 

「坂 下の 姉 さま、 御苦労に ござる わ や ご と 手水 鉢から 

見越して 言った。 

銀の 目 を じろ じろ と、 

「さあ、 手 を 貸され、 連れて行に ましよ ご 



んだ手 は そのまま なり。 

洲の 股の 御前、 傍 より、 

「お婆さん、 ちょっと その 鱒の 針で 口の端 縫わつ しゃ 

れ、 声を立て ると 悪 いわや ご 

「おいの、 そうじゃの ご と 廊下で いって、 夫人の 黒髪 

を 両手で 圧え た。 

わずか おとがい 

峡の 婆、 僅に 手 を 解き、 頤 〔# ルビの 「おとがい」 

ぶしょう つま 

は 底本で は 「おとが ひ 匕 で 襟 を 探って、 無性ら しく 撮み 

つめ はえの 

出した、 指の 爪の 長く 生 伸びた かと 見える の を、 一 つ 

ふ とぎばなし 

ぶるぶると 掉 つて 近づき、 お伽話の 絵に 描いた 外科 

てい おのの かすか しらは 

医者と いう 体で、 震く 唇に 幽に 見える、 夫人の 白 歯 



じぞう ぽさ つ あざ わら かい 

「地蔵 菩薩 祭れ、 ふァふ ァ、」 と 嘲笑って、 山の 峡がハ 

タと 手拍子。 

はんじょう す また ごぜん 

「山の 峡は 繁昌 じ や、 あは は、」 と洲の 股の 御前、 足 

を 挙げる。 

「洲の 股 もめで たいな、 う ふ ふ、」 

ほく そえ おうな ひね 

と北叟 笑みつつ、 坂 下の 嫗は腰 を 捻った。 

もろ ごえ 

諸 声に、 

|ス ァ、 るァ、 o ァ 」 

r } ヽ ヽゝ ■ 

| う >ん 、る 」 

「あま まま ま。」 

「坂の下 祝い ましよ ご 



五 度 も、 およそ 二三 里の 路 はもう 歩行いた。 

不祥な 言 を 放つ もの は、 曰く 厠から 月に 浮かれて、 

浪に 誘われた のであろう も 知れず、 と 即ち 船 を 漕ぎ 

出した の も 有る ほどで。 

死んだ は、 ^きた は、 本宅の 主人へ 電報 を、 と 

蜘蛛 手に 座敷へ 散り乱れ るの を、 騒ぐまい、 騒ぐまい。 

いっぴき におい 

毛色の かわった 犬 一疋、 匂の 高い 総菜に も、 見る目、 

齅ぐ 鼻の 狭い 土地 がら、 俤 を 夢に 見て、 山へ 百合の 

花 折りに 飄然と して 出かけられた かも 料ら れぬ を、 

狭 島の 夫人、 夜半より、 その 行方が 分らぬな どと、 騒 

ぐまい ぞ、 各自。 心して 内分に お捜し 申せと、 独り 押 



そう とま 

さて この 丘の 根に 引 寄せて、 一艘 苫を 掛けた 船が 

あま みの しぶき 

あった。 海 士も簑 きる 時雨 かな、 潮の※ 〔# 「さんず 

ぃ+ 散」、 240-3U は 浴びながら、 夜露 や 厭う、 ともの 優 

しく、 よろ けた 松に 小 綱 を 控え、 女 男の 波の 姿に 拡げ 

て、 すらすらと 乾した 網 を 敷 寝に、 舳の 口が すやすや 

と、 見果てぬ 夢の 岩 枕。 

傍 なる 苫屋の 背戸に、 緑 を 染めた 青菜の 畠、 結い 

めぐ あしがき おもた いら 

繞 らした 蘆 垣 も、 船 も、 岩 も、 ただ なだらかな 面 平 に、 

はねつるべ もや いとす じ さ 

空に 躍った 刎 釣瓶 も、 靄 を 放れぬ 黒い 線 。 些と 凹凸 

なく 瞰 下さる る、 かかる 一 枚の 絵の 中に、 裳 の 端 さえ、 



上に ひらめく もの あり。 

かもめ 

翼の 色の、 鷗ゃ 飛ぶ と 見えた の は、 波に 静かな 白帆 

の 片影。 

もや あらわ 

帆 風に 散る か、 露 消えて、 と 見れば、 海に 露れ た、 

おお、, 

一面 犬なる 岩の 端へ、 船 はかくれ て 帆の 姿。 

ひら リ こなた むき 

ぴたりと ついて 留まった が、 飜 然と 此方へ 向 を かえ 

なぎさ すわ 

ると、 渚に 据 つた 丘の 根と、 海なる その 岩との 間、 離 

たた さま みちひと すじ しののめ 

座敷の 二三 間、 中に 泉水 を湛 えた 状に、 路 一条、 東雲 

の あけて 行く、 蒼 空の 透く ごとく、 薄絹の 雲 左右に 分 

いわ おも なび 

れて、 巌の 面に 靡く 中 を、 船 はた だ 動く ともなく、 白 

かろ 

帆 を の せた 海が 近づ き、 やが て 横 ざまに 軽く また 渚に 



鮮麗に 認められた。 

まだら 

前の は 白い 毛に 茶の 斑 で、 中の は、 その 全身 漆の ご 

ふ みよし かす う 

ときが、 長く 棹った 尾の 先 は、 舳を 掠めて 失せた ので 

ある。 

二十 二 

とま おもて 

その 時、 前後して、 苫 から いずれも 面 を 離し、 はら 

の むき 

はらと 船 を 退いて、 ひたと 顔を合わせ たが、 方向 を か 

あた リ みまわ たたず さま 

えて、 三人と も 四辺 を朐 して \ィ む 状、 おぼろげ なが 

はっきり みおろ 

ら 判然と 廉 平の 目に 瞰 下された。 



まっくろ こ 

浮べて、 九つば かりと、 八つば かりの、 真黒な 男の児。 

ろづ か お 

一人 は ャッシ と 艢柄を 取って、 丸裸の 小 腰 を 据え、 圧 

っッぷ のけぞ 

す ほどに. SK 伏す よう、 引く ほどに 仰反る よう、 ただ そ 

へ さき 

こばかり 海が 動いて、 舳を 揺り 上げ 、揺り 下す を 面白 

おさな ふな ベリ つか 

そうに。 穉 い 方 は、 両手に 舷 に摑 まりながら、 これ 

も 裸の 肩で 躍って、 だぶ リ だぶ リだ ぶり だぶ りと 同 一 

もや ろ 

処 にもう 一艘、 渚に 纜 つた 親船ら しい、 艢を 操る 児の 

丈より 高い、 他の 舷へ波 を 浴びせて、 ャッシ ッシ。 

いや、 道草す る 場合で ない。 

廉平 は、 言葉 も 通じず、 国 も 違って 便がない から、 

かわって 処置せ よ、 と 暗示され たかの ごとく、 その 



とまぶ ね 

苫 船の 中に 何事 か ある こと を 悟った ので、 心しながら、 

けずね 

気 は 急ぎ、 つかつかと 毛脛 〔# ルビの 「けずね」 は 底本で 

わら ぞう リ 

は 「げ ずね 匕 長く 藁 草履で 立 寄った。 浜に 苫船 はこれ 

に は 限らぬ から、 確に、 上で 見て いたの をと、 頂 を 仰 

いで 一度。 まず その 二人が 前に 立った、 左の 方の 舷か 

ら、 ざく りと 苫を 上へ あげた。 …… 

ざらざらと 藁が 揺れて、 広き 額 を 差 入れて、 ベと り 

あごひげ つまだ 

と頤髯 一面な その 柔和な 口 を 結んで、 足 を やや 爪立つ 

おどろき も 

たと 思う と、 両の 肩で、 吃驚の 腹 を 揉んで、 けたた ま 

の つまず 

しく 飛び退いて、 下なる 網に 躓いて 倒れぬ ばかり、 

ひそ まなこ つぶら 

きょ とんと して、 太い 眉の 顰んだ 下に、 眼 を 円に し 



二十 三 

得 も 言われぬ 顔して、 しばらく 棒の ごとく 立 つてい 

た、 廉平は 何 思い けん、 足 を 此方に 返して、 ず ッと身 

を 大きく 巌の 上へ。 

な ざ さ もて あそ こども 

それ を 下りて、 渚づ たい、 船 を 弄 ぶ 小児の 前へ。 

近づいて 見れば、 渠 等が 漕ぎ 廻る 親船 は、 その 舳を 

あさなぎ お だ や まさご 

波打 際。 朝 m の 海、 穏 かに、 真砂 を 拾う ばかり なれば、 

もやい ただよ のんき なリ 

纜も 結ばず 漾 わせた のに、 呑気に ごろり と大の 字形、 

楫を 枕の 邯鄲 子、 太い 眉の 秀でた のと、 鼻筋の 通った 

ま の 

のが、 真 向け ざまの 寝顔で ある。 



声を掛けられ ると、 跳 上って、 船 を 揺る こと 木の葉 

の ごとし。 

「あぶない、 これこれ、 話が ある、 まあ、 ちょっと 静 

ま れ 

りこ-つ さ 

おお、 怜俐々々、 よく 言う こと を肯 くな。 

何 じ や、 外 じ やない がな、 どう だ 余り 感心した につ 

いて、 もうち ッと 上手な 処が 見せても らいたい な。 

どうじ や、 ずッと 漕げる か。 そら、 あの、 そら 巌の 

まんなか ゆ 

も つ とさきへ、 海の 真中まで 漕いで 行ける か、 どうじ や 

ろうな ご 

やどかり こふぐ なじみ 

寄 居 虫で 釣る 小鳆 ほどに は、 こんな 伯父さんに 馴染 



のない、 人馴れぬ 里の 児 は、 目 を 光らす のみ、 返事 は 

しないが、 年紀 上な のが、 艢の手 を 止めつつ、 けろ り 

めっき 

で、 合点の 目色 をす る。 

「漕げる？ むむ、 漕げる！ 豪い な、 漕いで 見せ 

なく。 伯父さんが、 また 褒美 を やる わ。 

いや、 親 仁、 何よ、 お前の 父さん か、 父 爺に は 黙つ 

き いたずら 

てよ、 父 爺に 肯 くと、 危ぃ とか 悪戯 をす るな とか、 何 

とか 言って 叱られら。 そら、 な、 ゆい か、 黙って 黙つ 

て ご 

というと、 また 合点々々。 よい、 と 圧した 小 腕な が 

くろ，. P ま 

ら艢を 圧す 精巧な 昆倫 奴の 器械の よう、 シッと 一 声 飛 



突立って、 端の 方から 苫を 撫でたり、 上から そっと 叩 

みまわ へさき 

きな どした が、 更に あちこち を朐 して、 ぐるりと 舳 

、や.： V また 

の 方へ 廻った と 思う と、 向う の 舷 の 陰に なった。 

苫が ばらばらと 煽った が、 「ああ」 と 息の下に 叫ぶ 声。 

わら えん あさぎ つま 

藁 を 分けた 艷 なる 片袖、 浅葱の 棲が 船から こぼれて、 

そめ しごき 

その 浴衣の 染、 その 扱 帯、 その 黒髪 も、 その 手足 も、 

おんな 

ちぎれ ちぎれに なった かと、 砂に 倒れた 婦人の 姿。 

二十 四 

おくさん い け 

「気 を 静めて、 夫人、 しっかりし なければ 不可ません。 



みつ か 

すから、 盈 れば虧 くると か 申します 通り、 こんな 恐し 

ただいま 

い 目に 逢いました ので。 唯今 ここへ 船 を 漕いで くれ ま 

こども 

した 小児た ちが、 年 こそ 違います けれども、 そっくり 

大きい のが 銑さん、 小さい 方が 賢 之 助に i: ており まし 

みんな 

たの も、 皆 私の 命数で、 何 かの 因縁なん で ございま 

しょうから ご 

いう ことの 極めて 確かに、 心 狂える 様子 もない だけ、 

ひとしお 

廉平は 一 層 慰め かねる。 

二十 七 



廉平は 魔法 づ かいじ や ご 

ふ ざ よ う ぼ う ふ う さ い 

と 石 上に 跣 坐した その 容貌、 その 風采、 或はし か あ 

るべ く 見える ので あ つ た。 

夫人 は、 ただもの 言わん として 唇の わななく のみ。 

あなた きのう 

「貴女 も、 昨日、 その 地蔵 を あつらえに おいでの 途中 

から、 怪しい ものに 憑かれた とおつ しゃった。 …… 

ゆめう つ つ 

すべて、 それが 魔法な ので、 貴女 を 魅して、 夢現の 

きょう ち 1 つし ゆう 

境に 乗じて、 その 妄執 を晴 しました。 

けれども 余りに 痛し い。 ひとえに 獣に とお 思いな 

すって、 玉の ごとき そのお 身体 を、 砕いて 切っても 棄 

てたい ような 御容 子が、 余りお 可哀相で 見て おられん。 



おくさし お ま 

夫人、 真の 獣より まだ この 廉 平と、 思し 召す 方が、 

いくらかお 心が 済む です かご 

夫人 はせいせ い 息 を 切った。 

二十 八 

おし もうしぶん 

「どうです か、 余り 推つ けが ましい 申 分で はあり ま 

すが、 心 はおな じ 畜生で も、 いくらか 人間の 顔に 似た、 

口 を 利く、 手足の ある、 廉 平の 方が！^ いです かご 

口へ 出す とより は 声 をのんで、 

「貴下、」 
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「私と 言われて、 お喜びになります ほど、 それほどの 

おも、 > 

思 をな さったです かご 

「いいえ、 もう、 何ともた とえよう は ござん せん。 死 

しがい つめ 

ん でも 死骸が 残ります、 その 獣の 爪の あと 舌の あとの 

あります、 毛 だらけな 膚が 残る のです もの。 焼き まし 

きつねた ぬき におい 

て も 狐狸の 悪い 臭が しまし ようかと、 心残りが し 

ましたのに、 貴下、 よく、 思い切ってそう おっしゃつ 

て 下さいました。 快よ く 死なれます、 死なれ るんで ご 

ざいます よご 

「はてさて、」 

「 」 



+6 げ 

たのが、 潮 や 満ち 来る、 どッと 烈しく、 ざぶ リ 砕けた 

しらたき さかしま さ つ 

波が しら、 白滝 を 倒 に、 颯とば か リ雪を 崩して、 浦 

つむり 

子の 肩から、 頭から。 

い き 

「あ、」 と 不意に 呼吸 を 引いた。 濡れし おたれた 黒髪に、 

玉の つらなる | 卞を かくれば、 南無 三浪に 攫わる る、 と 

せな もた かんぱせ 

背 を 抱く のに 身を恁 せて、 観念した 顔 の、 気高き ま 

でに 莞爾として、 

「ああ、 こうやって 一 思いに ご 

おくさん 

「夫人、 おくれ はせんです よご と、 顔に つらら を 注い 

で 言った。 打 返しが また ざっと。 

しぶき 

「※ 〔# 「さんず ぃ+ 散」、 261-2 がか かる、 ※ 〔# 「さ 



ん ずい + 散」、 261-9U がか かる、 危ぃぞ ご 

と、 空から 高く 呼 わる 声。 

もや うな づら こつ そび いわ 

靄が 分れて、 海面に 兀 として 聳え 立った、 巌 つづき 

の 見 上ぐ る 上。 草 蒸す 頂に 人 ありて、 目の 下に 声を懸 

きこ リ ひと リ おやじ おもて 

けた、 樵 夫と 覚 しき 一個の 親 仁。 面長く 髪の 白き が、 

はりめぎ ぬ くちばいろ たッ つけ は わらん じ つま ぞ 

草色の 針目 衣に、 朽葉 色の 裁 着 穿いて、 草鞋 を 爪 反り 

や、 巌端 にち よこなん と 平 胡 坐 かいて ぞいたり ける。 

おも ちょう 

その 岩の 面に ひたと あてて、 両手で ごし ごし 一 挺の、 

きらめく 刃物 を悠々 と 磨いで いたり。 

のぞ みおろ 

磨ぎつつ、 視 くように 瞰 下して、 

「上へ 来さつ しゃい、 上へ 来さつ しゃい、 浪に 引かれ 



ば ば まと 

はて、 道理 こそ、 婆々 どもが 附き 纏う ぞご 

婆々 と 云うよ、 生死 を 知らぬ 夫人の 耳に、 鋭く その 

えぐ 

鑿 を もって 抉る がごと く 響いた ので、 

「もし、」 と両膝 をつ いて 伸び 上った。 

「婆と お云いなさい ますの は ご 

やつら ぬした ち 

「それ、 銀 目と、 金目と、 赤い 目の 奴等よ。 主 達が 功 

徳 での、 地蔵 様が 建った が 最後 じ や。 魔物め、 居処が 

なくなる じ やで、 さまざまに 祟リ おって、 命まで 取ろ 

うとす る わ。 女子 衆、 心配 さっし やん な、 身体 は 清い 

ぞご 

D み 

とて、 鑿 を こっこつ。 



きのう わ 

「何様 それじゃ、 昨日から、 時々 黒雲の 湧く ように、 

我等の 身体 を 包みました。 婆と いう は、 何もので ござ 

る じ やろう ご と、 廉 平は揖 しながら、 手 を 翳して 仰い 

で 言った。 

しわで いき ちょう 

皺 手に 呼吸 を ハツと かけ、 斜めに 丁と 鑿 を 押えて、 

目 一 杯に 海 を 望み、 

「三千世界 じ や、 何でも 居よう さ ご 

「どこに、 あの、 どこに 居ます ので ございま すえ ご 

「それ それ そこに、 それ、 主た ちの 廻りに よご 

「あれえ、」 

「およそ 其が 等が なす 業 じ や。 夜 一夜 踊りお つて 〔# 



に 在り。 

斜めに 高く 底 見 ゆるまで、 傾いた 舷 から、 二人 半 

いだ のぞ くろがね 

身 を 乗り出して、 うつむけに 海を靦 くと 思う と、 鉄 

かいな わらび ほさき みじか 

の 腕、 蕨の 手、 ニ条の 柄が すっくと 空、 穂 尖 を 短に、 

みつまた ほこ 

一斉に 三叉の 戟を 構えた 瞬間、 畳お よそ 百 余 畳、 海 一 

から くれな い 

面に 鮮血。 

見よ、 南海に 巨人 あり、 富士山 を その 裾に、 大島を 

あお あ. つ ソ 

枕に して、 斜めに かかる 微妙の 姿。 青嵐す る 波の 

彼方に、 荘厳なる こと 仏の ごとく、 端麗なる こと 美人 

に 似たり。 

あさひ 

怪しき ものの 血潮 は 消えて、 音す るば かり 旭の 影。 



波 を 渡る か、 宙を 行く か、 白き 鵞鳥の 片翼、 朝風に 傾 

ぴ やくえ ときいろ みず あさぎ 

く 帆 かげ や、 白衣、 水 紅色、 水 浅葱、 ちらちらと 波に 

漏れて、 夫人と 廉 平が ネ める、 岩山の 根の 巌に 近く、 

忘る るば かりに 漕ぐ 蒼 空。 魚 あり、 一 尾 舷 に 飛んで、 

鱗 の 色、 あたかも 雪。 



ようば すべ 

==篇 中の 妖婆の 言葉 (がぎ ぐげ ご) は 凡て、 半 

濁音に てお 読み取り 下された く 候 == 

明治 三十 八 ( 一 九 〇 五) 年 十二月 
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